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『
一
つ
星
』
と
『
銀
星
』

　

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
に
名
古
屋
地
方
で
発
刊
さ
れ
た
文
芸

雑
誌
に
は
『
一
つ
星
』『
銀
星
』『
雲
霧
』『
素
燒
』『
瑞
穂
』
な
ど
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
未
見
の
雑
誌
も
あ
る
が
、
可
能
の
か
ぎ

り
紹
介
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
に
創
刊
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ

る
『
一
つ
星
』
で
あ
る
が
、
閲
覧
の
同
誌
は
第
三
輯
（
大
正
一
二
年

一
月
一
日
発
行
）
の
み
。
発
行
兼
編
輯
者
は
志
知
清
治
と
結
城
己
喜

三
の
二
人
。
志
知
が
発
行
人
で
結
城
が
編
輯
人
な
の
か
。
あ
る
い
は

両
者
が
共
同
し
て
二
つ
の
役
割
を
担
当
す
る
と
い
う
こ
と
か
。
発
行

所
は
名
古
屋
市
西
区
東
柳
町
八
三
番
地･

志
知
方
の
一
つ
星
社
で
、

印
刷
人
は
西
区
下
園
町
一
丁
目
六
番
地
の
水
谷
延
一（
水
谷
活
版
所
）

で
あ
る
。
同
人
は
志
知
、
結
城
の
ほ
か
に
伊
藤
一
正
、
坂
野
榮
一
、

前
島
彌
八
、
桐
山
英
夫
、
森
要
一
が
い
る
。

　
「
投
稿
規
定
」
に
は
短
篇
（
小
説
、
感
想
、
評
論
）、
短
歌
、
詩
、

戯
曲
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
雑
誌
サ
イ
ズ
は
縦
横220m

m

×

147m
m

。
五
四
ペ
ー
ジ
、
頒
価
二
〇
銭
。
次
は
主
な
内
容
で
あ
る
。

尾
崎
楓
水
「
う
き
よ
ゑ
の
く
に
」
詩
、た
け
緒
「
小
曲
一
つ
」
詩
、

桐
山
明
夫
「
爭
ひ
」
小
説
、坂
野
み
ち
を
「
金
絲
雀
の
死
」
詩
、

小
夜
子
「
寂
寞
」
詩
、
西
田
操
「
萎
れ
た
バ
ラ
」
詩
、
森
俊
夫

「
星
」
詩
、
新
田
た
け
緒
「
紙
屑
籠
か
ら
」
感
想
、
福
島
守
夫

「
晩
秋
徒
然
」
感
想
、Ｒ
Ｋ
「
潔
い
戀
」
詩
、つ
ゆ
草
「
暦
」
詩
、

富
子
「
變
ら
ぬ
心
」
詩
、
小
栗
紅
夢
「
お
ゝ
星
よ
」
詩
、
桐
山

明
夫
「
狂
へ
る
も
の
の
唄
え
る
」
詩
、
前
島
ま
さ
を
「
若
き
日

の
惱
み
」
小
品
、
若
尾
彌
生
「
懺
悔
」
小
説
、
伊
藤
龍
雄
「
正

月
」
詩
、
茜
草
人
「
雪
の
森
」
詩
、
坂
野
み
ち
を
「
花
瓶
の
薔

木

下

信

三

名
古
屋
大
正
期
文
芸
雑
誌
考
（
六
）
了
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薇
」
詩
、
伊
藤
龍
雄
「
機
會
」
戯
曲
、
磯
千
鳥
「
さ
む
空
」
短

歌
八
首
、
富
子
「
春
雨
」
短
歌
三
首
、
秋
雨
「
若
き
日
」
短
歌

三
首
、
志
知
幹
夫
「
夢
」
小
説
、
結
城
巳
年
男
「
空
よ
り
無
へ

の
路
」
小
説
、「
編
輯
後
記
」、「
清
規
」

　

こ
れ
ら
執
筆
者
の
う
ち
尾
崎
楓
水
（
久
彌
）
以
外
の
名
は
初
見
で
、

ど
の
よ
う
な
経
歴
の
人
々
に
よ
る
も
の
か
、
全
く
分
か
ら
な
い
。
た

だ
「
編
輯
後
記
」
に
あ
る
〈
年
は
逝
く
、
試
験
だ
、
編
輯
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
〉
の
文
字
か
ら
少
な
く
と
も
志
知
清
治
も
し
く
は
結
城

己
喜
三
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
両
人
と
も
ど
も
学
生
で
あ
っ
た
ら

し
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
ば
か
り
。
尾
崎
楓
水
は
ど
の
よ
う
な
経
緯

か
ら
同
誌
に
寄
稿
す
る
に
い
た
っ
た
の
か
。
こ
れ
も
不
明
で
あ
る
。

次
は
志
知
幹
夫
「
夢
」
の
冒
頭
の
一
節
。

　

彼
は
黙
々
と
し
て
歩
い
て
ゐ
た
。
そ
こ
は
何
處
で
あ
る
か
わ

か
ら
な
い
。
と
に
か
く
彼
は
と
ぼ
〳
〵
と
歩
い
て
ゐ
た
、
獨
り

で
。

　

彼
の
前
に
は
荒
れ
切
つ
た
曠
野
が
涯
て
し
も
な
く
擴
が
つ
て

ゐ
た
。
彼
は
空
虚
な
る
心
を
抱
い
て
、
遣
瀬
な
い
旅
路
を
歩
み

續
け
て
ゐ
た
。
彼
の
心
に
は
幸
福
も
希
望
も
理
想
も
、
そ
し
て

戀
も
な
か
つ
た
。
幸
福
は
破
れ
希
望
は
埋
も
れ
、
た
ゞ
彼
の
胸

に
あ
る
の
は
、
傷
い
て
お
の
ゝ
い
て
ゐ
る
可
憐
な
魂
あ
る
の
み

だ
つ
た
。
彼
は
た
ゞ
ず
つ
と
向
ふ
の
涯
に
か
す
か
に
瞬
い
て
ゐ

る
赤
い
灯
を
唯
一
の
目
宛
と
し
て
ひ
た
す
ら
路
を
急
ぐ
の
だ
つ

た
。

　

次
に
『
銀
星
』
に
つ
い
て
。『
銀
星
』
第
三
輯
が
大
正
一
二

（
一
九
二
三
）
年
一
月
一
日
に
発
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、こ
れ
も
『
一

つ
星
』
と
同
じ
く
大
正
一
一
年
の
う
ち
に
創
刊
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
編
輯
人
は
雨
久
文
夫
、
印
刷
兼
発
行
人
は
大
木
鈴
泉
、
発
行

所
は
名
古
屋
市
中
区
老
松
町
の
銀
星
會
で
あ
る
。
銀
星
編
輯
部
も

同
住
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
編
輯
人
の
雨
久
文
夫
居
に
発
行
所
が

置
か
れ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
謄
写
印
刷
、
雑
誌
サ
イ
ズ
は
縦
横

251m
m

×177m
m

。
非
売
品
。〈
創
作
、
詩
、
和
歌
、
散
文
、
童
謡
、

俳
句
、
感
想
、
紀
行
〉
と
「
投
稿
規
定
」
に
あ
る
。

　

同
人
は
、
星
香
堂
、
土
岐
向
一
、
大
木
鈴
泉
、
大
宇
無
花
果
、
春

日
胡
蝶
、
吉
田
楓
堂
子
、
山
里
時
雨
、
雨
久
文
夫
、
笹
島
紅
楓
。「
銀

星
清
規
」
に
は
〈
銀
星
會
ハ
眞
摯
ナ
尊
イ
文
藝
ヲ
愛
ス
ル
者
ノ
集
ヒ

デ
ア
リ
マ
ス
、
／
自
由
ニ
研
究
シ
小
誌
ヲ
愛
シ
テ
下
サ
ル
方
ヲ
會
員

ト
シ
マ
ス
〉
と
あ
る
。
次
は
『
銀
星
』
第
三
輯
の
目
次
で
あ
る
。

蓮
生
「
冬
」
小
品
、大
木
鈴
泉
「
新
聞
雜
誌
の
觀
方
に
つ
い
て
」

感
想
、
雨
久
文
夫
「
思
つ
た
儘
」
感
想
、
美
桃
季
「
衣
を
脱
げ
」

随
筆
、佳
津
良
星
子
「
雪
」
感
想
、山
里
時
雨
「
初
小
言
」
随
筆
、

Ｋ
生
「
汽
車
中
に
て
㈡
」
短
篇
、白
鵞
「
追
憶
」
小
説
、Ｈ
Ｋ
「
黙

想
」
小
文
、山
茶
花
「
西
遊
記
㈢
」
紀
行
、實
弘
「
春
の
歌
」
詩
、
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藤
里
香
花
「
新
生
活
の
曙
光
」
詩
、
夕
陽
ヶ
丘
き
み
じ
「
ね
む

の
木　

銀
星　

雲
」
詩
、
若
草
「
離
愁
」
詩
、
武
陽
「
尾
北
の

晩
秋
」
詩
、
紫
舟
「
眞
夜
中
に　

祈
り
」
詩
、
操
清
子
「
雪　

靜
か
」
詩
、
三
桃
里
「
三
ヶ
月
サ
ン
」
詩
、
今
春
二
「
時
」
小

説
、
小
田
泉
「
お
節
ち
や
ん
」
小
説
、
丘
ゆ
ず
る
「
港
場
に
咲

く
花
」
小
説
、
可
南
「
流
轉
㈢
」
小
説
、
エ
ム
生
「
銀
星
二
号

短
評
」
批
評
、
同
人
「
六
号
雜
記
」、

　
『
銀
星
』
同
人
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
。
次
は
雨
久
文
夫
の
「
思

つ
た
儘
」
の
書
出
し
部
分
で
あ
る
。

　

私
は
去
る
日
舞
臺
協
會
實
演
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
氏
の
原
作

「
青
い
鳥
」
を
み
た
、
一
人
も
物
淋
し
い
と
思
つ
て
Ｏ
氏
と
二

人
で
出
掛
け
た
、
原
作
は
好
く
人
間
の
幸
福
と
云
ふ
こ
と
に
つ

い
て
眞
面
目
に
考
へ
て
居
る
、
本
其
の
物
と
し
て
讀
ん
で
行
く

上
に
は
好
い
も
の
だ
、
け
れ
ど
も
舞
臺
に
昇
せ
て
實
演
と
な
る

と
本
の
興
味
は
な
く
な
る
が
又
一
風
變
つ
た
興
味
も
湧
い
て
來

な
い
で
も
な
い
、

『
素
燒
』
と
『
雲
霧
』

　
『
素
燒
』
の
編
輯
人
は
名
古
屋
市
中
区
東
川
端
町
七
丁
目
一
〇
番

地
の
水
野
謹
吾
、
発
行
人
は
川
井
鏗
一
、
印
刷
人
は
有
賀
武
一
（
有

賀
大
正
堂
）、
発
行
所
は
水
野
の
住
所
に
お
か
れ
た
素
燒
社
。
雑
誌

サ
イ
ズ
は
縦
横220m

m

×150m
m

。
三
二
ペ
ー
ジ
、頒
価
二
〇
銭
。

　

編
輯
人
の
水
野
謹
吾
は
か
つ
て
既
述
の
『
鈴
懸
』
を
編
輯
発
行
し

た
人
。『
鈴
懸
』
は
商
業
学
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た

文
芸
誌
で
あ
っ
た
。
あ
れ
か
ら
四
年
、
水
野
謹
吾
は
す
で
に
一
人
前

の
商
人
（
商
業
家
）
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
の
か
。
閲
覧
の
『
素
燒
』

は
第
三
輯
（
大
正
一
二
年
五
月
一
〇
日
発
行
）
一
冊
の
み
。「
投
稿

規
定
」に
は〈
種
類 

創
作
、評
論
〉と
あ
り
、ま
た「
編
輯
の
あ
と
」（
謹

吾
）
に
は
〈
詩
歌
の
地
方
雜
誌
は
無
數
に
あ
り
ま
す
の
で
、
本
誌
は

創
作
と
評
論
を
主
に
し
や
う
と
思
ふ
の
で
す
〉
と
あ
る
。
同
人
は
大

嶽
榮
一
、
尾
岐
利
之
、
川
井
鏗
一
、
龜
井
仙
吉
、
牧
田
幸
七
、
水
野

謹
吾
、
樋
口
松
雄
、
森
隆
夫
、
菅
井
乾
藏
の
九
人
。
次
は
主
な
目
次

で
あ
る
。

岡
田
芳
君
「
早
春
」
俳
句
七
句
、
森
隆
夫
「
傷
痕
」
戯
曲
、
川

井
鏗
一
「
月
光
を
踏
み
て
」
小
説
、
尾
崎
楓
水
「
小
唄
し
ん
さ

く
三
つ
」
小
唄
、
大
和
久
雄
「
春
の
美
し
い
夢
」
詩
、
花
井
市

郎
「
夜
の
薔
薇
」
詩
、
長
司
春
湖
「
薄
倖
」
短
歌
七
首
、
水
野

謹
吾
「
冬
情
」
短
歌
七
首
、村
瀬
武
比
古
「「
日
本
」
の
包
摂
性
」

評
論
、同
人
「
素
燒
雜
話
」
雑
記
、謹
吾
「
編
輯
の
あ
と
」、「
投

稿
規
定
」

　

水
野
謹
吾
の
作
品
に
つ
い
て
は
『
鈴
懸
』
の
項
に
お
い
て
一
部
紹
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介
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
発
行
人
川
井
鏗
一
の
「
月
光
を
踏
み
て
」

の
冒
頭
の
一
節
を
引
い
て
み
る
。

　

慶
應
二
年
、
彌
生
の
上
巳
節
句
が
過
ぎ
て
既
に
十
數
日
を
數

え
た
…
…
其
れ
は
滿
月
の
冷
感
的
な
皓
輝
が
地
上
總
て
に
、
鋭

く
然
か
も
動
か
ぬ
床
を
延
べ
て
居
る
夜
で
あ
つ
た
。
丑
滿
に
覆

は
れ
た
眞
夜
中
、
何
物
を
も
妥
協
さ
せ
な
い
靜
け
さ
は
物
凄
い

迄
に
冷
や
か
だ
つ
た
。
相
應
し
い
犬
の
遠
吠
聲
も
、
流
す
按
摩

の
笛
の
音
も
今
は
絶
え
て
總
て
は
瞑
想
に
沈
ん
で
居
る
。

　
「
編
輯
の
あ
と
」
に
は
〈
種
々
御
世
話
に
な
る
尾
崎
楓
水
先
生
及

び
大
和
久
雄
氏
に
御
禮
申
し
ま
す
〉
と
あ
る
が
、
楓
水
は
『
鈴
懸
』

か
ら
の
寄
稿
者
、
大
和
久
雄
は
新
愛
知
新
聞
社
勤
務
の
詩
人
で
、
平

井
星
塔
、
岡
本
玉
穂
、
野
々
山
蒼
穹
、
國
立
翠
谿
ら
と
中
京
詩
話
會

を
結
成
し
、
同
会
か
ら
詞
華
集
『
彼
岸
の
樂
土
』（
大
正
一
三
年
二

月
発
行
）
を
編
纂
し
て
い
る
。
長
司
春
湖
は
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う

に
名
古
屋
歌
壇
に
お
い
て
活
躍
め
ざ
ま
し
い
歌
人
で
あ
る
。

　

大
正
一
二
（
一
九
二
二
）
年
創
刊
の
文
芸
誌
と
し
て
明
確
な
の
は

『
雲
霧
』
で
あ
る
。
表
紙
の
タ
イ
ト
ル
文
字
（
雲
霧
）
の
上
にT

H
E 

N
EBU

LA

の
英
文
字
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
同
年
三
月
二
〇
日
に

創
刊
さ
れ
た
が
第
二
号
以
下
の
発
行
に
つ
い
て
は
不
明
。
編
輯
兼
発

行
者
は
愛
知
県
西
春
日
井
郡
春
日
村
大
字
落
合
東
一
四
一
番
地
の
小

崎
清
、
発
行
所
は
同
所
の
雲
霧
社
で
、
菊
判
四
二
ペ
ー
ジ
。
主
な
目

次
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
巻
頭
」（
無
署
名
）、尾
崎
楓
水「
女
の
話
」随
筆
、伊
藤
武
夫「
や

も
り
」
短
篇
、
楠
田
民
夫
「
或
る
男
の
周
圍
」
短
篇
、
服
部
弘

「
施
囂
の
詩
」
詩
、尾
崎
哲
也
「
焦
燥
」
短
歌
、淺
野
美
貴
夫
「
秋

徒
然
」
短
歌
、小
川
澄
「
冬
近
し
」
短
歌
、矢
滿
木
孝
比
古
「
霜
」

短
歌
、
蝸
牛
「
し
く
る
ゝ
日
」
短
歌
、
秋
山
伊
都
子
「
身
邊
些

事
」
短
歌
、大
川
樟
彌
「
不
滿
な
が
ら
」
短
歌
、伊
藤
正
勝
「
相

聞
紫
集
抄
」
短
歌
、
鈴
木
英
夫
「
要
求
す
る
事
」
夢
幻
劇
、
加

藤
喜
一
郎
「
母
子
像
」
表
紙
絵
（
木
版
）

　

あ
る
い
は
編
輯
発
行
人
の
小
崎
清
の
執
筆
で
あ
る
か
、「
巻
頭
」

に
は
〈
凡
て
の
人
の
靈
魂
の
奥
底
に
横
た
は
つ
て
居
る
統
一
を
愛
す

る
本
能
は
、
ヒ
ユ
ー
マ
ー
ニ
テ
イ
ー
に
自
由
に
表
言
を
求
め
て
ゐ
る

現
代
の
如
き
醜
惡
を
以
て
す
る
曉
も
は
や
遠
く
な
い
。
汝
自
身
の
自

我
に
眞
理
あ
ら
し
め
な
ば
、
夜
に
次
い
で
晝
が
來
る
樣
に
、
汝
は
凡

て
の
人
々
の
自
我
に
触
れ
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
の
時
に
汝
は
天
の

い
や
果
か
ら
果
ま
で
／
汝
を
翔
り
行
か
し
め
る
天
使
の
翼
を
具
ふ
る

こ
と
が
出
來
る
〉
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

小
崎
清
の
文
学
歴
な
ど
に
つ
い
て
は
不
明
。
こ
れ
ま
で
の
文
芸
誌

に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
尾
崎
楓
水
、『
雲
霧
』
で
も
そ
の
絶
倫
さ
の

一
端
を
表
し
て
い
る
。
楠
田
民
夫
の
本
姓
は
奥
村
、『
中
京
文
化
』

や
『
町
』『
飯
』『
新
興
文
藝
』
な
ど
の
雑
誌
に
執
筆
し
て
い
る
注
目
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す
べ
き
作
家
で
あ
る
。

『
黒
猫
』
と
『
妖
乱
』

　
『
黒
猫
』
第
二
号
が
手
許
に
あ
る
。
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年

六
月
一
日
発
行
、
編
輯
人
は
愛
知
縣
知
多
郡
東
浦
町
石
濱
一
四
四
の

成
田
元
雄
、
発
行
人
は
名
古
屋
市
中
区
牧
野
町
高
島
六
ノ
二
の
加
藤

保
、
発
行
所
は
発
行
人
住
所
に
お
か
れ
た
黒
猫
社
。
雑
誌
サ
イ
ズ
は

縦
横226m

m

×155m
m

。
三
四
ペ
ー
ジ
、
頒
価
三
〇
銭
。
同
人

は
加
藤
保
、
田
中
寅
雄
、
武
田
靜
人
、
成
田
元
雄
、
久
米
初
夫
、
丸

山
藏
人
の
六
人
で
あ
る
。

　

創
刊
は
大
正
一
三
年
五
月
と
い
う
。
同
誌
第
二
号
に
は
〈
大
賣
捌

店
〉
と
し
て
〈
青
山
書
店
、
學
榮
堂
書
店
、
中
京
堂
書
店
、
靜
觀
堂

書
店
、
名
古
屋
書
房
（
名
古
屋
） 

同
盟
書
林
南
店
（
半
田
） 

原
田
書

店
（
刈
谷
） 

南
天
堂
書
房
（
東
京
） 

換
口
堂
、内
田
書
店
（
宇
都
宮
）〉

の
書
店
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
次
は
同
号
の
主
な
目
次
で
あ
る
。

田
中
無
生
「
異
端
の
詩
」
詩
、
加
藤
保
「
靈
は
生
く
」
戯
曲
、

成
田
元
雄「
浩
二
の
入
院
」小
説
、武
田
靜
人「
幻
想
を
抱
く
者
」

小
説
、
北
御
門
照
夫
「
小
さ
き
時
代
」
小
説
、
大
和
久
雄
「
血

の
握
手
」
詩
、
加
藤
利
一
・
橋
爪
健
・
乙
部
靜
夫
「
前
號
作
品

批
評
」、「
文
藝
縦
横
」、
元
「
編
輯
後
記
」、「
寄
贈
新
刊 

批
評

と
紹
介
」

　

中
心
人
物
の
成
田
元
雄
と
加
藤
保
に
つ
い
て
は
不
明
。
た
だ
「
前

號
作
品
批
評
」
欄
に
乙
部
靜
夫
の
評
と
し
て
〈
地
方
文
壇
の
先
驅
者

成
田
元
雄
氏
の
編
輯
に
な
る
も
の
で
加
藤
保
氏
の
戯
曲「
吹
雪
の
夜
」

は
僅
か
六
頁
の
中
に
よ
く
こ
れ
だ
け
充
實
し
た
内
容
を
盛
り
盡
し
た

と
思
は
せ
る
（
東
海
朝
日
所
載
）〉
と
あ
る
。
ま
た
〈
大
和
久
雄
氏

の
詩
は
「
大
和
の
詩
」
と
直
ぐ
感
じ
さ
せ
る
美
し
い
も
の
〉
と
も
記

さ
れ
て
い
る
。
大
和
は
『
素
燒
』
の
項
で
少
し
紹
介
し
た
こ
と
の
あ

る
詩
人
。
武
田
靜
人
は
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
生
ま
れ
、
昭
和

七
（
一
九
三
二
）
年
、『
詩
意
匠
』
を
編
集
し
た
。
次
は
成
田
元
雄
「
浩

二
の
入
院
」
の
最
初
の
一
節
で
あ
る
。

　

熱
海
の
温
泉
が
思
つ
た
よ
り
よ
か
つ
た
の
で
、
浩
二
は
も
う

東
京
な
ど
へ
歸
た
く
な
い
と
思
つ
た
。「
俗
化
し
て
居
る
や
う

で
靜
か
な
街
」
で
あ
つ
た
、
と
云
ふ
の
は
淫
蕩
の
空
氣
が
思
つ

た
よ
り
薄
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
つ
ぞ
や
赤
倉
の
温
泉
で
湯

女
に
惱
ま
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
彼
は
温
泉
と
云
ふ
處
は

湯
女
が
居
て
、客
の
財
布
を
は
た
か
す
處
と
知
つ
て
居
た
の
に
、

こ
こ
の
街
は
さ
う
し
た
風
も
吹
い
て
居
ず
三
味
の
音
も
あ
ま
り

聞
か
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
で
彼
は
毎
日
朝
湯
を
終
へ
る
と
海

岸
か
ら
山
の
方
を
あ
て
ど
な
く
歩
い
て
は
疲
れ
た
身
体
を
湯
槽

に
し
た
し
て
ゐ
た
。

　

裏
表
紙
に
稲
田
廣
之
介
個
人
雑
誌
『
前
進
』（
同
盟
書
林
南
店
発
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行
）
創
刊
号
の
広
告
が
あ
り
、
創
作
「
渇
望
」、
随
筆
「
燕
雀
斷
片
」

な
ど
文
字
が
み
ら
れ
る
。

　
『
妖
乱
』
第
二
巻
第
八
号
は
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
一
〇
月

二
〇
日
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。「
編
輯
末
語
」
に
〈
妖
乱
が
生
れ
て

か
ら
一
年
〉と
あ
る
の
で
、大
正
一
三
年
一
一
月
前
後
の
創
刊
で
あ
っ

た
ろ
う
か
。
巻
頭
に
〈「
妖
乱
」
社
は
趣
味
の
た
め
の
、
精
進
の
た

め
の
心
の
つ
ど
ひ
場
所
で
あ
り
、
且
つ
寂
し
き
人
の
世
の
心
の
旅
宿

た
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て「
妖
乱
」は
美
し
き「
僚

友
」
の
國
を
夢
見
て
居
ま
す
〉
の
言
葉
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

愛
知
縣
海
部
郡
七
寶
村
の
鷲
尾
文
が
編
輯
兼
発
行
人
で
、
発
行
所

は
同
所
の
妖
乱
社
、
印
刷
人
は
名
古
屋
市
西
区
志
摩
町
一
丁
目
の
井

上
準
、印
刷
所
は
西
区
菊
井
町
四
丁
目
の
ユ
ニ
オ
ン
印
刷
社
で
あ
る
。

雑
誌
サ
イ
ズ
は
縦
横224m

m

×155m
m

。
三
八
ペ
ー
ジ
。
規
約
、

会
員
費
、
同
人
名
、
頒
価
な
ど
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
み

れ
ば
、
あ
る
い
は
鷲
尾
文
の
独
力
に
よ
る
経
営
で
あ
っ
た
の
か
。
同

号
の
主
な
目
次
内
容
を
紹
介
す
る
（
同
号
に
は
〈
表
題
や
目
録
の
た

め
に
眩
惑
さ
れ
が
ち
な
現
代
人
の
爲
め
に
目
録
の
頁
を
省
略
さ
せ
て

頂
き
ま
す
〉
の
文
字
が
み
ら
れ
る
）。

初
島
み
の
る
「
曇
り　

水
面
の
月
」
詩
、
胡
蝶
生
「
波
の
さ
ゝ

や
き
」
詩
、
田
井
耕
輔
「
親
雀
と
子
雀
」
詩
、
杜
南
「
淋
し
さ

に
包
ま
れ
て
」
詩
、Ｍ
Ｓ
生
「
蛙
鳴
く
夜
」
詩
、チ
エ
リ
ー
「
去

り
行
く
人　

亡
き
母
」詩
、淺
井
生「
亡
き
父
思
ひ
出
し
て
」詩
、

武
田
靜
人
「
波
止
場
」
戯
曲
、田
井
耕
輔
「
よ
し
な
き
こ
と
㈢
」

随
筆
、
竹
房
生
「
偶
感
」
随
筆
、
榊
原
純
「
駱
駝
の
針
の
穴
を

く
ゞ
る
」
随
筆
、
竹
田
芙
蓉
「
戰
國
時
代
の
女
性
」
評
論
、
鷲

尾
文
「
日
本
婦
人
史
㈣
」
研
究
、「
編
輯
末
語
」

　

編
輯
発
行
人
の
鷲
尾
文
に
つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
戯
曲

「
波
止
場
」
を
書
い
た
武
田
靜
人
は
前
述
の
『
黒
猫
』
に
小
説
「
幻

想
を
抱
く
者
」
を
寄
せ
て
い
た
。

『
水
泡
』『
七
人
』
そ
の
他

　
『
水
泡
（
み
な
わ
）』
は
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
二
月
一
日
に

創
刊
さ
れ
た
。
編
輯
兼
発
行
人
で
あ
る
加
藤
珍
夫
の
住
所
は
岐
阜
縣

土
岐
郡
多
治
見
町
四
六
六
番
地
ノ
一
で
あ
る
が
、
発
行
所
が
愛
知
縣

東
春
日
井
郡
勝
川
町
大
字
勝
川
・
弘
文
堂
内
の
水
泡
社
と
な
っ
て
い

る
。
弘
文
堂
と
は
『
水
泡
』
を
印
刷
し
た
会
社
名
（
印
刷
人･

足
立

分
太
郎
）で
あ
る
。
巻
末
の「
俳
句
募
集
」欄
に
そ
の
宛
先
と
し
て〈
東

春
日
井
郡
勝
川
第
一
尋
常
小
學
校
内
／
水
泡
社
編
輯
部
〉
と
あ
る
の

で
、
勝
川
第
一
尋
常
小
學
校
の
教
師
に
『
水
泡
』
関
係
者
が
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
雑
誌
サ
イ
ズ
は
縦
横220m

m

×153m
m

。
五
二
ペ
ー

ジ
、
他
に
写
真
ア
ー
ト
紙
二
枚
。
毎
月
一
回
発
行
、
定
価
二
〇
銭
。

主
な
内
容
を
紹
介
す
る
。
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加
藤
珍
夫
「
創
刊
の
辭
」、
成
瀬
南
天
「
勅
題
集
」
和
歌
、
松

本
東
丘
「
み
な
わ
の
成
長
を
祈
り
」、川
本
庫
次
郎
・
石
黒
巻
石
・

松
本
東
丘･

川
本
佐
久
子
・
太
田
柿
葉
・
安
藤
直
太
朗･

加
藤

宇
津
夫
「
新
年
雜
詠
」
短
歌
、
芳
園
山
人
「
近
代
劇
大
系
を
読

み
つ
ゝ
」
感
想
、
Ｋ
Ｎ
生
「
手
近
な
る
問
題
か
ら
」
評
論
、
ザ

メ
ン
ホ
フ
作
・
Ｒ
Ｊ
生
訳
「
ラ
・
メ
ー
ヤ
ウ
」、
石
黒
久
吾
「
神

は
吾
が
身
中
に
あ
り
」
評
論
、
加
藤
枝
鎭
哉
「
詩
二
篇
」、
成

瀬
南
天
「
俳
句
は
國
民
文
學
」
評
論
、
安
藤
直
太
朗
「
斷
想
」

随
筆
、
鈴
木
壽
さ
び
「
鬼
あ
ざ
み　

人
待
つ
夜
」
詩
、
山
田
好

夫
「
無
題
」
詩
、
山
松
雅
岩
「
若
き
教
師
の
惱
み
」
感
想
、
成

瀬
南
天
「
自
句
自
評
」、
石
黒
巻
石･
長
江
素
江･

川
本
愛
水
・

宮
島
壽
山･

若
石
山
人
「
俳
句
」、
山
田
好
夫
「
歸
路
に
て
」

小
説
、
成
瀬
南
天
「
大
正
句
集
」、「
編
輯
後
の
所
感
」

　

加
藤
珍
夫
の
「
創
刊
の
辭
」
に
は
〈
功
利
主
義
的
な
物
質
的
な
廢

頽
し
き
つ
た
現
社
會
を
救
ふ
道
が
唯
一
で
あ
り
、
そ
れ
が
文
藝
敷
及

に
あ
る
事
は
今
更
多
辯
を
必
要
と
す
る
ま
で
な
い
分
り
き
つ
た
事

だ
、そ
の
切
な
い
緊
急
に
よ
つ
て
必
然
的
に
生
れ
出
た
の
が
水
泡
だ
〉

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
編
輯
後
の
所
感
」
で
は
〈
現
水
泡
は

他
の
あ
る
誌
の
樣
に
新
文
時
報
の
み
で
あ
つ
て
は
な
ら
ず
、
又
研
究

誌
に
走
つ
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
で
ゐ
て
平
凡
な
折
衷
に
滿
足
が
出
來

な
い
所
謂
郷
土
純
文
藝
雜
誌
水
泡
獨
特
の
と
こ
ろ
が
雜
誌
そ
の
も
の

と
し
て
そ
の
ア
ト
モ
ス
フ
ァ
イ
ヤ
ア
と
し
て
現
れ
て
を
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
、
そ
こ
に
編
者
の
人
知
れ
ぬ
苦
心
が
あ
る
の
で
御
座
い
ま
す
〉
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
目
次
に
登
場
す
る
寄
稿
者
の
な
か
で
私
の
知
る
の
は
安
藤

直
太
朗
の
み
。
彼
は
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
に
現
在
の
春
日
井

市
に
生
ま
れ
た
。
小
学
校
教
師
を
振
り
出
し
に
つ
い
に
大
学
教
授
に

い
た
っ
た
国
文
学
者
で
『
小
野
道
風
』『
蓑
虫
仙
人
』『
説
話
と
俳
諧

の
研
究
』『
国
文
学
野
径
』
な
ど
そ
の
著
書
も
多
い
。
次
は
「
斷
想
」

の
一
節
で
あ
る
。

　

い
つ
も
夕
日
を
浴
び
て
歸
宅
す
る
私
は
そ
の
足
で
し
ん
と
し

た
部
屋
の
中
を
二
足
三
足
も
ど
か
し
さ
う
に
歩
ん
だ
が
ふ
と
立

ち
止
ま
つ
た
、
其
の
時
私
は
ポ
ケ
ツ
ト
の
中
に
一
片
の
白
墨
を

し
か
と
握
つ
て
ゐ
た
の
だ
つ
た
。
私
は
其
れ
を
う
す
暗
い
洋
燈

の
先
に
照
し
て
マ
ヂ
〳
〵
と
見
入
つ
た
、
寸
に
も
滿
た
ぬ
灰
色

の
一
片
だ
、
其
處
に
悲
し
い
小
學
校
教
師
の
運
命
と
煩
悶
と
が

暗
示
さ
れ
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。
吁
、
寸
に
も
滿
た
ぬ
灰
色
の

一
片
！
私
は
何
時
迄
も
こ
の
一
片
の
白
墨
を
握
つ
て
其
の
灰
色

の
生
活
を
續
け
て
行
か
う
と
す
る
の
か
、
私
は
頭
を
う
な
だ
れ

て
沈
思
す
る
の
だ
つ
た
。

　
『
水
泡
』
創
刊
号
に
は
安
藤
直
太
朗
の
短
歌
が
一
〇
首
掲
載
さ
れ

て
お
り
、〈
こ
ゝ
ろ
よ
く
笑
ひ
て
見
た
し
日
が
ひ
が
な
机
に
向
ひ
辭

書
繰
り
居
れ
ば
／
七
十
の
兒
童
去
り
に
し
教
室
に
わ
れ
一
人
立
つ
冬
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の
日
ざ
し
に
〉
と
い
う
歌
も
見
ら
れ
る
。

　
『
東
海
詩
集
』
第
一
輯
（
東
文
堂
書
店
・
大
正
一
五
年
一
〇
月
発

行
）
に
付
せ
ら
れ
た
「
名
古
屋
詩
壇
年
表
」
に
よ
れ
ば
、
雑
誌
『
七

人
』
は
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
一
二
月
に
〈
玉
井
信
次
郎
、
藤

井
篤
三
郎
、
柘
植
桃
九
郎
等
を
同
人
と
し
て
創
刊
〉
さ
れ
、
大
正

一
五
（
一
九
二
六
）
年
四
月
に
廃
刊
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
に

私
の
閲
覧
し
え
た
の
は
大
正
一
五
年
四
月
発
行
の
同
誌
一
冊
の
み
で

あ
る
。
前
記
の
「
名
古
屋
詩
壇
年
表
」
に
し
た
が
え
ば
終
刊
号
に
相

当
す
る
も
の
。
同
人
と
し
て
藤
井
篤
三
郎
、
中
野
の
ぼ
る
、
松
岡
義

一
、
玉
井
信
次
郎
、
齊
藤
三
郎
、
林
詩
化
路
、
柘
植
桃
九
郎
、
大
森

光
治
、
伊
藤
正
清
、
平
野
邦
夫
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

大
正
一
五
年
四
月
一
日
発
行
、
編
輯
兼
発
行
人
は
名
古
屋
市
東
区

武
平
町
四
丁
目
三
の
玉
井
信
次
郎
、編
輯
発
行
所
は
同
所
の
七
人
社
、

印
刷
は
中
区
鉄
砲
町
一
丁
目
の
伊
勢
安
印
刷
部
（
印
刷
人･
伊
藤
安

藏
）。
雑
誌
サ
イ
ズ
は
縦
横235m

m

×190m
m

。
三
一
ペ
ー
ジ
、

頒
価
二
〇
銭
で
あ
る
。
主
な
目
次
内
容
は
次
の
と
お
り
。

齊
藤
三
郎
「
永
い
北
國
の
旅
よ
り
」
紀
行
、
玉
井
信
次
郎
「
し

か
ら
ば
光
明
は
」随
筆
、松
岡
義
一「
古
い
清
書
を
み
て
」随
筆
、

野
の
人
「
疑
ふ
心
」
随
筆
、
藤
井
篤
三
郎
「
春
の
風
景
畫　

月

夜
」
詩
、
松
岡
義
一
「
讀
經
」
詩
、
林
詩
化
路
「
晴
れ
や
か
な

心
」
詩
、
大
森
光
治
「
春
だ　

街　

勞
れ
た
私
を
」
詩
、
伊
藤

正
清
「
夜
と
人　

み
ん
な
働
い
て
ゐ
る
」
詩
、柘
植
桃
九
郎
「
手

　

野
」
詩
、
野
の
人
「
小
曲
」
詩
、
玉
井
信
次
郎
「
は
つ
は
る

が
に
ほ
ふ　

無
題　

春
の
朝　

涙
」詩
、大
森
光
治「
逝
く
お
ば
」

短
歌
五
首
、齊
藤
三
郎
「
冬
の
北
國　

旅
情
」
短
歌
全
一
〇
首
、

児
童
詩
六
篇
、
玉
井
「
編
輯
後
記
」

　

野
の
人
は
同
人
の
平
野
邦
夫
の
筆
名
、
詩
を
中
心
に
し
た
雑
誌
ら

し
い
。
随
筆
三
篇
が
収
載
さ
れ
て
い
る
の
で
取
り
あ
げ
た
。

　

大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
一
〇
月
創
刊
の
『
朱
雀
』
は
、
高
見

順
が
『
昭
和
文
学
盛
衰
史
』
の
な
か
で
〈『
朱
雀
』
は
、
本
多
秋
五

が
渡
邊
綱
雄
等
と
名
古
屋
で
や
っ
て
ゐ
た
同
人
雑
誌
で
あ
る
〉
と
書

い
た
も
の
で
、
渡
邊
綱
雄
、
今
井
銀
次
郎
、
小
川
安
政
、
渡
邊
鈴
彦
、

古
川
（
松
井
）
辰
三
郎
が
同
人
で
、
第
二
号
よ
り
本
多
秋
五
と
下
郷

羊
雄
が
同
人
と
し
て
参
加
し
た
。
す
べ
て
五
中
（
熱
田
中
學
校
）
の

生
徒
で
あ
っ
た
。
学
校
の
所
在
が
名
古
屋
の
朱
雀
（
南
）
の
方
位
に

あ
っ
た
こ
と
か
ら
の
命
名
と
い
う
。『
朱
雀
』
は
第
八
号
を
も
っ
て

終
刊
し
た
。
同
人
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
拙
著
『
名
古
屋
近
代
文
学

史
私
考
㈡
』（
私
家
版
・
二
〇
〇
六
年
五
月
発
行
）
に
記
述
し
た
。

　
『
中
央
文
學
』第
三
巻
第
一
号･

復
活
号（
大
正
一
五
年
九
月
発
行
）

の
編
輯
兼
発
行
人
は
岩
田
賢
一
（
葉
栗
郡
淺
井
町
前
野
）、
発
行
所

は
同
所
の
中
央
文
學
社
で
あ
る
。
井
口
唯
志
、
岩
田
賢
一
、
市
川
彦

光
、
關
潤
の
四
人
が
編
輯
委
員
で
あ
る
。
こ
の
復
活
号
に
は
小
酒
井

不
木
の
随
筆
「
私
の
作
文
」、
井
口
唯
志
の
小
説
「
植
村
記
者
の
最

期
」、
市
川
彦
光
「
歯
科
醫
の
日
記
」、
藤
波
洋
「
暴
風
雨
と
蓄
音
機
」
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な
ど
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
戯
曲
、
詩
を
掲
載
し
て
い
る
。
同
誌
編
輯

委
員
の
ひ
と
り
井
口
唯
志
は
〈
中
部
日
本
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
も

な
る
べ
く
新
人
の
た
め
に
開
放
し
た
い
と
思
つ
て
い
る
〉
と
記
し
て

い
る
。

　

同
誌
第
三
巻
第
二
号
（
大
正
一
五
年
一
一
月
発
行
）
は
、
腸
チ
フ

ス
で
急
逝
し
た
市
川
彦
光
の
追
悼
号
で
、
井
口
唯
志
、
岩
田
賢
一
、

藤
波
洋
ら
の
追
悼
文
の
ほ
か
、市
川
彦
光
の
遺
稿
を
掲
載
し
て
い
る
。

『
逆
光
線
』

　
『
逆
光
線
』
は
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
に
キ
ネ
マ
文
芸
漫
談

雑
誌
と
し
て
発
行
さ
れ
た
い
さ
さ
か
ユ
ニ
ー
ク
な
雑
誌
で
あ
る
。
閲

覧
の
雑
誌
は
第
四
号
と
第
五
号
（
大
正
一
五
年
一
一
月
一
日
発
行
）

の
二
冊
。
編
輯
発
行
人
は
名
古
屋
市
中
区
御
器
所
町
東
寺
一
七
の
環

耕
水
、
発
行
所
は
中
区
門
前
町･

世
界
舘
内･

逆
光
線
社
で
あ
る
。

環
耕
水
は
世
界
舘
の
経
営
関
係
者
も
し
く
は
有
力
者
で
あ
っ
た
か
。

後
述
の
よ
う
に
映
画
説
明
者
が
本
業
で
あ
っ
た
よ
う
す
。

　

な
お
、印
刷
所
は
中
区
不
二
見
町
三
九
の
有
信
社
（
土
屋
宮
三
郎
）

で
、青
山
書
店
（
中
区
萬
松
寺
筋
）
と
外
松
菊
花
堂
（
廣
小
路
栄
町
）

が
発
売
元
で
あ
る
。
二
冊
の
主
要
目
次
を
記
す
。

第
四
号
（
秋
季
特
別
号
）　

大
正
15
年
10
月
１
日
発
行　

70
頁

　

環
耕
水
「
宣
言
」、
石
巻
良
夫
「
豚
の
聲
色
使
ひ
」
随
筆
、
石
黒

定
緒
「
身
邊
雜
記
」
随
筆
、
伊
藤
紫
映
「
あ
ま
り
に
美
し
す
ぎ
る

女
」
随
筆
、
マ
ル
コ
ム
・
オ
エ
チ
ン
ガ
ア
（
吉
田
保
二
訳
）「
俳

優
二
重
人
格
論
」
評
論
、
住
吉
夢
岳
「
初
戀
の
頃
」
随
筆
、
岡
戸

武
平
「
思
ひ
出
す
女
」
随
筆
、
環
耕
水
「
過
去
か
ら
の
呼
聲
」
映

画
説
明
、
花
井
三
昌
「
死
の
子
守
唄
を
！
」
映
画
説
明
、
野
村
雅

延
「
荒
木
又
右
衛
門
」
映
画
説
明
、
東
堂
荷
村
「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
船

唄
」
映
画
説
明
、
白
藤
六
郎
「
爲
樂
の
座
」
戯
曲

第
五
号　

大
正
15
年
11
月
１
日
発
行　

１
１
８
頁

　

小
須
賀
槐
生
「
映
畫
批
評
家
と
し
て
の
映
畫
説
明
者
」
評
論
、
落

合
茂
「
環
耕
水
小
論
」
評
論
、加
藤
英
一
「
逆
説
的
末
梢
的
」
評
論
、

鈴
木
惣
之
助
「
映
畫
叙
事
詩
に
つ
い
て
」
評
論
、
増
田
鐵
生
「
説

明
者
へ
」
評
論
、
稻
田
廣
之
介
「
若
き
風
采
貴
族
」
小
説
、
丹
羽

安
信
「
氣
儘
な
原
稿
」
随
筆
、
川
上
耕
作
「
説
明
者
寸
感
」

　

環
耕
水
は
第
四
号
所
収
の
「
宣
言
」
に
お
い
て
〈
さ
き
に
名
古
屋

説
明
者
協
會
が
、
解
散
し
た
に
し
ろ
、
そ
れ
等
説
明
者
諸
君
を
中
心

に
、
全
國
知
名
の
士
よ
り
、
随
筆
、
感
想
、
漫
談
、
小
品
、
等
々
あ

ら
ゆ
る
映
畫
關
係
者
よ
り
の
叫
び
が
集
ま
つ
て
今
、
渾
然
融
合
さ
れ

た
、
一
つ
の
新
し
い
、
逆
光
線
が
形
造
ら
れ
る
處
で
す
〉
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、
川
上
耕
作
は
第
五
号
所
収
の
「
説
明
者
寸
感
」
に
お

い
て
環
耕
水
に
ふ
れ
て
〈
二
十
一
の
位
か
ら
、
早
や
主
任
と
し
て
活

躍
し
、
三
、四
の
頃
か
ら
一
流
舘
の
主
任
と
し
て
タ
コ
を
上
げ
て
ゐ

た
。
給
料
も
人
の
意
表
に
出
る
程
貰
つ
た
果
報
者
で
あ
つ
た
。
千
歳
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の
開
舘
の
と
き
も
東
京
の
本
社
か
ら
、
二
十
三
才
で
主
任
と
し
て

二
百
五
十
圓
も
貰
つ
て
來
た
〉
と
書
い
て
い
る
。
川
上
も
環
と
同
業

の
映
画
説
明
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
落
合
茂
は
「
環
耕
水
小
論
」
に

お
い
て〈
君
は
感
じ
の
良
い
人
で
あ
る
。
情
熱
の
人
で
あ
る
だ
け
に
、

君
の
血
と
涙
が
、
逆
光
線
を
物
し
た
か
も
知
れ
な
い
〉
と
記
し
た
。

　

第
五
号
に
寄
稿
し
た
小
須
賀
槐
生
は
山
中
散
生
が
編
集
発
行
し
た

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
詩
誌
『
シ
ネ
』
に
作
品
を
寄
せ
た
詩
人
。
落
合

茂
、丹
羽
安
信
は
『
燃
燒
』
の
項
で
紹
介
し
と
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
詩
人
、

映
画
評
論
家
と
し
て
活
躍
。
鈴
木
惣
之
助
は
落
合
茂
と
と
も
に
民
衆

派
詩
人
と
し
て
活
動
し
た
激
情
の
詩
人
で
あ
る
。
ま
た
、
稻
田
廣
之

介（
裕
）は『
黒
猫
』の
項
で
少
し
触
れ
た
が
、明
治
三
五（
一
九
〇
二
）

年
、
半
田
に
生
ま
れ
、
日
本
大
學
藝
術
科
に
学
び
、
知
多
新
聞
を
経

て
朝
日
新
聞
記
者
と
な
っ
た
。
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年
の
春
、

私
は
稻
田
か
ら
「
私
は
大
学
在
学
中
に
須
藤
鐘
一
の
『
文
藝
道
』
や

富
澤
有
爲
夫
の
『
十
字
路
』
に
関
係
し
、
そ
の
後
、
小
説
集
『
苦
熱

の
粉
末
』
と
『
渇
望
』
を
出
版
し
ま
し
た
。
名
古
屋
発
行
の
詩
誌
で

は
『
社
會
詩
人
』
に
詩
を
発
表
し
ま
し
た
」
と
聴
い
た
。

　

実
物
は
す
べ
て
未
見
で
あ
る
が
、
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
か

ら
同
一
三
年
あ
た
り
に
か
け
て『
狂
人
』『
擡
頭
』『
毒
草
』『
蝦
蟇
』『
生

命
』『
桐
壺
』『
三
惑
』『
無
縁
』『
生
く
る
日
』『
原
動
』
と
い
っ
た

同
人
文
芸
誌
や
個
人
文
芸
誌
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
大
正
一
三

年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
三
か
月
間
、『
名
古
屋
新
聞
』
に｢

同
人

雜
誌｣

と
い
う
欄
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に
上
記
の
雑
誌
名
が
登
場
す

る
。
前
記
の
拙
著
『
名
古
屋
近
代
文
学
史
私
考
㈡
』
に
そ
れ
ら
に
関

す
る
記
事
を
引
用
し
て
お
い
た
。ま
た
大
正
一
四
年
あ
た
り
に
は『
鷲

の
巣
』『
惡
魔
』
な
ど
も
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
詳

細
は
不
明
で
あ
る
。

　

以
上
、『
名
古
屋
大
正
期
文
芸
雑
誌
考
』
と
し
て
こ
こ
に
三
〇
種

ほ
ど
の
文
芸
雑
誌
を
取
り
あ
げ
た
が
、
人
物
的
に
は
尾
崎
楓
水
（
久

彌
）
の
活
躍
が
も
っ
と
も
眼
を
ひ
い
た
。
本
名
の
尾
崎
久
彌
を
は
じ

め
、
楓
水
、
ひ
と
は
、
封
醉
小
史
、
鶴
賀
比
佐
彌
な
ど
の
筆
名
を
駆

使
し
て
研
究
論
文
、
小
説
、
戯
曲
、
評
論
、
随
筆
、
詩
、
短
歌
、
小

唄
な
ど
実
に
多
岐
に
わ
た
る
内
容
の
作
品
を『
伴
天
連
』『
明
眸
』『
胎

動
』『
第
一
歩
』『
若
き
憧
憬
』『
燃
燒
』『
一
つ
星
』『
素
燒
』『
雲
霧
』

に
掲
載
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

尾
崎
久
彌
の
逝
去
後
、
夫
人
（
尾
崎
千
代
野
）
に
よ
っ
て
『
尾
崎

久
彌
小
説
集
』（
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会･

昭
和
四
九
年
七
月
発

行
）
が
発
刊
さ
れ
た
が
、
収
録
の
小
説
や
小
唄
な
ど
は
量
的
に
彼
の

創
作
活
動
の
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
詳
細
な〝
尾
崎
久
彌
年
表
〟

も
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
き
の
し
た　

し
ん
ぞ
う
）


